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ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
、

ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
や
ス
ギ
花
粉

な
ど
の
抗
原
が
鼻
腔（
く
う
）

内
に
入
る
と
、
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
な
ど
を
示

す
病
気
で
す
。
現
在
、
成
人

の
ほ
ぼ
半
分
が
罹（
り
）患
し

て
お
り
、
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
生
命
を
脅
か
す
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
く
し
ゃ

み
、
鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
な
ど

の
症
状
が
長
く
続
く
た
め
、

生
活
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）を
著
し

く
低
下
さ
せ
ま
す
。
鼻
づ

ま
り
に
よ
る
口
呼
吸
の
た
め

に
、
の
ど
の
渇
き
や
痛
み
、

か
ゆ
み
、
頭
痛
を
訴
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不

眠
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
全
身
倦

怠（
け
ん
た
い
）感
や
集
中
力

の
低
下
な
ど
、
学
業
や
仕
事

へ
の
影
響
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治

療
に
は
薬
物
療
法
、
免
疫
療

法
、
手
術
療
法
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
行
う
の
は
薬
物

療
法
で
す
。
内
服
薬
と
し
て

は
、抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
な
ど
、

外
用
薬
に
は
点
鼻
薬
が
あ
り

症
状
や
程
度
に
応
じ
て
使
い

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に

唯
一
の
根
本
治
療
で
あ
る
免

疫
療
法
は
、
体
の
免
疫
力
を

高
め
て
い
く
治
療
法
で
す
。

一
昨
年
か
ら
ス
ギ
、
昨
年
か

ら
ダ
ニ
の
抗
原
に
よ
る
舌
下

免
疫
療
法
が
始
ま
り
ま
し

た
。
最
終
手
段
と
し
て
行
う

手
術
療
法
は
通
年
性
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
や
薬
の
効
果
が

少
な
い
方
に
お
勧
め
で
す
。

鼻
づ
ま
り
の
改
善
を
目
的
と

し
た
鼻
中
隔
矯
正
術
・
下
甲

介
（
か
こ
う
か
い
）
切
除
術
、

鼻
水
や
く
し
ゃ
み
の
改
善
を

目
的
と
し
た
後
鼻
神
経
切
断

術
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
の
起

こ
る
鼻
粘
膜
に
照
射
す
る
レ

ー
ザ
ー
治
療
が
あ
り
ま
す
。

レ
ー
ザ
ー
治
療
は
約
６
カ
月

～
２
年
で
再
発
す
こ
と
が
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「くしゃみ、鼻水、鼻づまりで悩んでいるあなたに」

『アレルギー性鼻炎』の最新治療法について
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後
鼻
神
経
は
、
鼻
の
奥
で

蝶
口
蓋
孔
（
ち
ょ
う
こ
う
が

い
こ
う
）
と
い
う
穴
か
ら
蝶

口
蓋
動
脈
と
共
に
鼻
の
中
に

入
っ
て
く
る
神
経
で
、
鼻
水

や
く
し
ゃ
み
に
関
係
し
て
い

ま
す
。

　
以
前
の
手
術
は
特
殊
な
メ

ス
を
使
い
、
蝶
口
蓋
動
脈
と

後
鼻
神
経
を
共
に
切
断
す
る

方
法
で
し
た
が
、
動
脈
を
切

断
す
る
と
将
来
、
鼻
を
加
湿

す
る
働
き
を
損
な
う
だ
け
で

な
く
、
術
後
出
血
の
可
能
性

も
髙
ま
る
た
め
、
動
脈
と
神

経
を
分
離
し
、
神
経
の
み
切

断
す
る
方
法
が
主
流
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
後
鼻
神
経
を
切
断
す
る
こ

と
に
よ
り
鼻
水
や
く
し
ゃ
み

な
ど
の
症
状
が
７
割
ぐ
ら
い

改
善
し
ま
す
。
後
鼻
神
経
切

断
術
は
優
れ
た
効
果
を
長
期

間
得
る
こ
と
が
で
き
、
症
状

が
再
発
し
て
も
短
期
間
の
点

鼻
薬
や
内
服
薬
で
症
状
の
改

善
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
主

症
状
は
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
で
す
の
で
、
後
鼻

神
経
切
断
術
と
と
も
に
、
さ

ら
に
効
果
を
増
す
た
め
鼻
中

隔
矯
正
術
、
下
甲
介
切
除
術

を
同
時
に
行
い
ま
す
。
　

　
ま
た
最
近
、
術
後
に
舌
下

免
疫
療
法
を
併
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
手
術
は
、
全

身
麻
酔
で
行
う
の
で
痛
み
は

な
く
、
内
視
鏡
で
鼻
か
ら
の

み
行
う
の
で
顔
に
傷
は
付
き

ま
せ
ん
。
手
術
は
約
２
時
間

で
、
入
院
は
７
日
～
10
日
間

ぐ
ら
い
で
す
。
手
術
は
12
歳

以
上
か
ら
行
え
ま
す
。

　
紹
介
し
た
治
療
は
す
べ
て

保
険
適
応
で
す
。
高
齢
者
は

医
療
費
の
１
、
２
割
、
そ
れ

以
外
の
方
は
３
割
負
担
で

す
。
ま
た
高
額
療
養
費
制
度

と
い
う
医
療
費
を
減
免
し
て

く
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
具
体
的
な
金
額
は
治
療

を
受
け
る
医
療
機
関
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
液
状
（
ス
ギ
）
や
錠
剤
（
ダ

ニ
）
の
薬
を
舌
下
（
舌
の
裏
）

に
置
き
、
１
、
２
分
し
て
か

ら
飲
み
込
み
ま
す
。
初
め
は

少
量
か
ら
始
め
、
徐
々
に
増

量
し
て
体
の
免
疫
力
を
高
め

て
い
く
治
療
法
で
す
。
効
果

は
あ
る
程
度
期
待
で
き
、
注

射
に
よ
る
治
療
に
比
べ
比
較

的
安
全
で
す
が
、
ま
れ
に
副

作
用
が
出
ま
す
。
ま
た
、
２

年
～
５
年
間
治
療
を
続
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
12
歳
以

上
か
ら
行
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
に
は

保
険
が
利
き
ま
す
か

後
鼻
神
経
切
断
術
の
方
法
は
？

Ｑ

舌
下
免
疫
治
療
法
と
は
？

ど
ん
な
治
療
法
が
あ
る
の
で
す
か

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は

ど
ん
な
病
気
？

　くしゃみ、鼻水、鼻づまりなどで
多くの人が悩まされるアレルギー性
鼻炎。この最新治療について「堀病院」
耳鼻咽喉科の平木信明先生（東手城医
院院長）に聞きました。「堀病院」耳鼻咽喉科の平木信明先生（東手城医院院長）に聞きました
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堀病院

アレルギー性鼻炎の手術

後鼻神経が
でてくる部位

まがった鼻中隔
鼻中隔矯正術

蝶口蓋動脈

蝶口蓋孔

後鼻神経を切断
下甲介
下鼻甲介切除術

❶側面から見た鼻腔内

❸前面から見た鼻腔内

❷後鼻神経切断


